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世
界
経
済
は
、
平
成
１８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
降
か
つ
て
な
い
経
済
不
況
に
陥
り
ま
し
た
が
、
各

国
の
経
済
対
策
の
継
続
や
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る

一
部
新
興
国
の
堅
調
な
需
要
、
抑
制
さ
れ
た
需
要
の

反
動
増
な
ど
で
回
復
を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
平
成
２１
年
度
の
わ
が
国
経
済
は
、
失
業
率
が
高
水

準
で
推
移
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

持
ち
直
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
一
方
、
物
価
の
動

向
を
見
る
と
緩
や
か
な
デ
フ
レ
状
況
に
あ
り
、
消
費

者
物
価
指
数
は
４
年
ぶ
り
に
下
落
に
転
じ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
う
し
た
中
で
、
平
成
２２
年
度
の
地
方
財
政
は
、

個
人
所
得
の
大
幅
な
減
少
や
、
企
業
収
益
の
急
激
な

悪
化
等
に
よ
り
、
地
方
税
収
入
が
引
続
き
落
ち
込
む

一
方
、
社
会
保
障
関
係
費
の
増
や
公
債
費
が
高
い
水

準
で
推
移
す
る
等
に
よ
り
、
財
源
不
足
が
拡
大
す
る

も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
町
に
お
い
て
は
、
平
成
２０
年
度
よ
り
小
丸
川
発

電
所
一
部
完
成
に
伴
う
固
定
資
産
税
増
収
に
よ
り
、

収
入
超
過
団
体
と
な
り
、
町
税
の
大
幅
な
増
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
今
後
も
よ
り
一
層
徹
底

し
た
歳
入
確
保
や
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
や

ム
ダ
を
排
除
し
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
歳
出
改
革

を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
財
政
健
全

化
に
努
め
、
町
民
本
位
の
福
祉
向
上
と
地
域
の
発
展

を
図
る
た
め
の
財
源
配
分
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。 

　
本
町
は
、
こ
れ
ま
で
も
財
政
の
健
全
化
や
住
民
の

福
祉
向
上
を
目
指
し
て
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
引
続
き
事
務
事
業
の
改
善
や

行
政
経
費
の
削
減
、
職
員
の
定
数
管
理
な
ど
に
積
極 

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

             

　
こ
れ
ら
行
政
改
革
を
進
め
て
い
く
に
は
、
住
民
の

皆
様
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。
行
政

主
導
型
で
な
く
住
民
の
皆
様
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
町
政
に
対
す
る
提
言
等
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な
お
一
層
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
今
後
も
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
安
全
で
安
心
な
生

活
が
実
感
で
き
る
「
小
さ
く
て
も
誇
れ
る
、
キ
ラ
リ

と
輝
く
町
づ
く
り
」
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
以
下
、
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
重
点
項
目
に
つ

い
て
記
述
し
ま
す
。 

   

　
道
路
や
水
道
及
び
下
水
道
な
ど
は
快
適
で
安
全

な
暮
ら
し
を
確
保
し
、
産
業
活
動
を
支
え
る
ま
ち
の

重
要
な
基
盤
で
あ
り
ま
す
。 

　
町
道
は
、
住
民
生
活
の
利
便
性
に
直
接
か
か
わ
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
交
通
安
全
の
面
か
ら
も
整
備
は

必
要
で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
「
荒
瀬
２
号
線
」、「
中

川
原
岩
渕
線
」
等
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
後
も
町
民
の
要
望
や
必
要
性
の
高
い
路
線
か
ら

整
備
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。 

　
簡
易
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
創
設
当
初
か
ら
の

老
朽
配
水
管
（
石
綿
管
）
全
て
の
布
設
替
え
が
終
わ

り
ま
し
た
。
今
後
は
漏
水
調
査
等
を
定
期
的
に
実
施

し
、
安
全
で
安
心
し
て
使
用
で
き
る
飲
料
水
の
供
給

に
努
め
ま
す
。 

　
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
今
年
度
末
で
処
理
場

増
設
工
事
が
完
了
し
ま
す
の
で
、
今
後
は
管
渠
工
事

を
計
画
に
沿
っ
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
加
入
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
な
お
、
当
事
業
区
域
以
外
に
つ
い
て
は
、
合
併
浄

化
槽
の
普
及
を
進
め
、
生
活
環
境
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

   

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
林
業
に
つ
い

て
は
、
農
業
生
産
額
を
上
げ
、
魅
力
あ
る
農
業
、
持

続
可
能
な
農
業
に
す
る
べ
く
、
生
産
現
場
・
生
産
農

家
に
わ
か
り
や
す
い
施
策
を
適
宜
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。 

　
米
政
策
・
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
は
、
農
業
の

立
て
直
し
と
食
と
地
域
の
再
生
に
向
け
て
の
戸
別

所
得
補
償
モ
デ
ル
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
引
き
続
き
、
生
産
性
の
高
い
水
田
農
業
経
営
の

確
立
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。 

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
、

子
牛
・
枝
肉
・
豚
肉
・
鶏
肉
相
場
が
低
迷
し
て
い
ま

す
が
、
農
家
の
継
続
性
と
更
な
る
資
質
向
上
を
念
頭

に
事
業
推
進
を
行
い
ま
す
。
特
に
、
和
牛
に
お
け
る

安
定
生
産
体
制
の
整
備
、
乳
牛
に
お
け
る
優
秀
雌
牛

の
確
保
、
養
豚
に
お
け
る
疾
病
対
策
等
を
推
進
し
、

生
産
振
興
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

　
農
道
・
林
道
・
水
路
等
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
の

高
齢
化
等
に
よ
り
、
管
理
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
状

況
も
あ
り
、
利
便
性
の
確
保
、
生
産
性
の
向
上
の
た

め
の
整
備
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。 

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
木
材
の
需
要
が
伸
び
悩
み
、

価
格
の
低
迷
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
国
土
保
全
を

は
じ
め
、
環
境
・
水
資
源
の
涵
養
な
ど
森
林
の
持
つ

機
能
を
十
分
認
識
し
、
作
業
路
の
整
備
や
町
有
林
の

活
用
等
、
適
宜
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

   

　
働
く
女
性
た
ち
が
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
平
成
２１
年

中
の
本
町
で
の
出
生
児
は
４８
名
で
あ
り
、
将
来
を
危

惧
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支

援
の
一
環
と
し
て
引
き
続
き
、
保
育
園
に
気
軽
に
集

え
る
親
子
の
交
流
の
場
や
、
保
育
料
の
上
限
設
定
、

保
育
時
間
の
延
長
や
一
時
保
育
、
乳
幼
児
医
療
費
の

就
学
前
ま
で
の
全
額
助
成
や
義
務
教
育
終
了
時
ま

で
の
医
療
費
助
成
、
ま
た
妊
婦
検
診
の
助
成
回
数
を

増
や
す
な
ど
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。 

　
国
の
、
子
育
て
支
援
の
大
き
な
政
策
と
し
て
、
現

在
の
児
童
手
当
に
替
わ
り
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児

童
生
徒
に
対
し
て
平
成
２２
年
度
は
月
額
１
３
、
０
０

０
円
を
支
給
す
る
「
子
ど
も
手
当
」
が
創
設
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
６５
歳

以
上
人
口
は
平
成
２２
年
２
月
現
在
で
１
、
５
９
４
名

と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
率
は
２９
・
６
％
に
達
し
て

お
り
、
さ
ら
に
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
よ
り

一
層
高
齢
者
対
策
の
充
実
を
図
り
、
さ
ら
に
き
め
細

か
な
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
増
加
の
一
途
に

あ
る
医
療
費
を
抑
制
し
、
医
療
制
度
の
安
定
化
を
図

る
た
め
、
国
は
国
民
皆
保
険
の
も
と
、
医
療
制
度
の

安
定
化
を
図
る
た
め
、「
医
療
費
の
適
正
化
」、「
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
創
設
」
な
ど
の
医
療
制

度
改
革
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
の
動
向
を
注
意
深
く
把
握
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。 

　
な
か
で
も
、
医
療
費
適
正
化
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
、
平
成
１９
年
度
に
本
町
で
策
定
し
た
「
特
定

健
康
診
査
等
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成
２０
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
特
定
健
康
診
査
、
特
定
保
健
指

導
に
よ
っ
て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
等
、
生
活
習
慣
病
の
疾
病
予
防
を

重
視
し
、
特
定
健
康
診
査
実
施
計
画
の
３
年
目
に
当

た
る
平
成
２２
年
度
も
目
標
達
成
に
努
め
、
医
療
保
険

者
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
の
充
実
を
図
り
、
医
療
費

の
抑
制
や
、
個
別
指
導
の
充
実
に
努
め
、
町
民
の
健

康
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
最
近
は
悪
性
疾
患
に
よ
る
死
亡
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
各
種
検
診
に
対

し
て
助
成
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
平
成
２２
年
度
よ
り
子
宮
ガ
ン
、
乳
が
ん

検
診
に
か
か
る
費
用
を
全
額
補
助
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。
こ
の
こ
と
が
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な

が
り
、
医
療
費
の
節
減
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
な
お
一
層
、
行
政
と
関
係
機
関･

団
体
と

の
連
携
を
と
り
つ
つ
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
町
民
の
福
祉
行
政
と
健
康
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
平
成
２２
年
第
２
回
木
城
町
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
平
成
２２
年
度
木
城
町

一
般
会
計
予
算
な
ど
２５
件
の
議
案
及
び
１
件
の
諮
問
が
上
程
さ
れ
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

　
田
口
晃
史
町
長
が
示
し
た
、
平
成
２２
年
度
の
町
政
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針

と
主
要
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

平
成
　
年
度
施
政
方
針 

２２ 

快
適
で
安
全
な
生
活
環
境
の
整
備 

１ 

農
林
業
の
向
上
を
目
指
し
て 

２ 

少
子
高
齢
化
対
策
・
保
健
事
業
の
充
実 

３ 



（３） 

   

　
教
育
は
、
人
間
形
成
の
基
本
を
な
す
も
の
と
考
え

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
学
力
低
下
や
社
会
性
の
欠
如

が
懸
念
さ
れ
る
今
日
に
あ
っ
て
、
次
代
を
担
う
木
城

の
子
ど
も
た
ち
が
心
の
豊
か
さ
を
実
感
し
、
創
造
性

を
高
め
、
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
能
力
を
育
む
た

め
に
、
知･

徳･

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
教
育
の
推

進
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

　
義
務
教
育
は
、
確
か
な
学
力
と
健
康
な
身
体
、
豊

か
な
心
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

平
成
２２
年
度
も
木
城
小
学
校
と
木
城
中
学
校
に
学

力
向
上
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
行
政
と
学
校
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
て
、
基
礎
・
基
本
学
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。 

　
保
護
者
の
教
育
費
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
修
学

旅
行
や
学
校
給
食
費
、
副
教
材
費
の
一
部
助
成
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
学
力
向
上
の
み
な
ら
ず
、

児
童
生
徒
の
体
力
向
上
と
健
康
増
進
に
も
取
り
組

み
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
行
政
と
学
校
医
、
県
の
歯

科
衛
生
士
と
連
携
し
た
歯
科
衛
生
事
業
を
各
学
校

で
実
施
し
ま
す
。 

　
学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
年
次
的
に
改
修
を

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
度
は
、
耐
震
診
断

結
果
に
よ
る
耐
震
対
策
と
し
て
、
木
城
小
学
校
講
堂

の
改
築
を
行
い
、
児
童
の
安
全
に
配
慮
し
た
教
育
施

設
の
整
備
充
実
に
努
め
ま
す
。 

　
近
年
、
児
童
生
徒
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
現

状
か
ら
、
登
下
校
時
の
安
全
確
保
を
は
じ
め
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
更
に
、
地
域
・
家
庭･

学

校
が
連
携
し
、「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
及
び

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
を
継
続
し
て
取

り
組
み
、
地
域
の
教
育
力
を
生
か
し
た
青
少
年
へ
の

支
援
に
努
め
ま
す
。 

　
生
涯
学
習
と
社
会
教
育
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
そ

の
重
要
性
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
生
涯
学
習
施
設
や

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
計
画
的
に
整
備
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
木
城
町
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
が
４
月
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
が
、
生
涯
学
習
と
文
化
芸
術
の
中
核

施
設
と
し
て
町
民
に
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
町
営
グ
ラ
ン
ド
の
全
面
改
修
を
行
い
、
野

球
場
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
等
を
整
備
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
と
体
力
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
ま
す
。 

   

　
今
日
の
環
境
問
題
は
、
ゴ
ミ
や
水
質
汚
濁
な
ど
の

身
近
な
問
題
か
ら
、
地
球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
破
壊

と
い
う
地
球
規
模
の
問
題
ま
で
、
広
範
囲
か
つ
多
様

化
し
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、
生
活
環
境
及
び
自
然
環
境
は
急
激
な
変
化

を
見
せ
、
年
を
追
う
ご
と
に
緊
急
か
つ
重
要
な
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
町
で
は
、
生
活
に
一
番
身
近
な
環
境
問
題
と
し

て
ゴ
ミ
排
出
量
の
減
量
化
を
推
進
し
ま
す
。
ゴ
ミ
を

な
る
べ
く
出
さ
な
い
、
再
利
用
す
る
、
分
別
し
再
資

源
化
し
て
い
く
こ
と
が
環
境
負
荷
の
低
減
に
つ
な

が
り
、
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
対
策
の
第
一
歩
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
に
基
づ
く
地
域

推
進
計
画
を
策
定
し
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
生
活
環
境
、
自
然
環
境
を
守
る
理
解
者

と
し
て
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

循
環
型
社
会
の
構
築
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ

り
ま
す
。
今
後
も
地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
不
法
投

棄
の
防
止
、
美
し
い
町
づ
く
り
を
町
民
と
行
政
が
一

体
と
な
り
、
町
及
び
地
域
の
生
活
環
境
及
び
自
然
環

境
を
守
る
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

     

　
定
住
人
口
の
増
と
地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
た
観
光
事
業

の
推
進
と
、
交
流
人
口
の
拡
大
が
不
可
欠
と
考
え
、

交
流
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、「
木
城
え
ほ
ん
の
郷
」
を
は
じ
め
、「
木

城
温
泉
館
湯
ら
ら
」、「
川
原
自
然
公
園
」
な
ど
の
交

流
事
業
の
基
盤
と
な
る
施
設
の
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

　
川
原
自
然
公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
カ
ヌ
ー
・
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
に
加
え
て
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
常

設
コ
ー
ス
の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
は

季
節
や
天
候
を
問
わ
ず
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
発
信
基
地
と
な
る
よ
う

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
２０
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
小
丸

川
発
電
所
展
示
館
ピ
ノ
ッ
Ｑ
パ
ー
ク
」
に
併
せ
、
石

河
内
に
あ
り
ま
す
「
木
城
え
ほ
ん
の
郷
」、「
中
八
重

緑
地
公
園
」
を
は
じ
め
各
施
設
が
連
携
し
て
、
そ
の

魅
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
発
電
所
や
誘
致
企
業
の

見
学
を
含
め
、
県
内
小
中
学
校
や
幼
稚
園
の
社
会
見

学
（
遠
足
）
の
コ
ー
ス
と
位
置
づ
け
、
広
報
宣
伝
に

力
を
入
れ
誘
致
を
図
り
ま
す
。 

　
平
成
２０
年
２
月
に
埼
玉
県
毛
呂
山
町
と
結
ん
だ

「
友
情
都
市
」
と
の
文
化
交
流
や
沖
縄
県
う
る
ま
市

と
の
交
流
事
業
を
継
続
し
、
相
互
の
発
展
に
努
め
ま

す
。 

　
併
せ
て
、
定
住
や
移
住
の
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

　
今
後
は
さ
ら
に
教
育
・
文
化
・
産
業
・
医
療
を
は

じ
め
、
災
害
時
相
互
支
援
な
ど
の
分
野
で
交
流
が
深

ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

   

　
商
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
商
工
会
と
連
携
を

密
に
し
、
消
費
者
の
利
便
性
確
保
や
、
商
業
基
盤
の

整
備
を
図
り
な
が
ら
、
中
小
小
売
業
の
積
極
的
な
取

り
組
み
に
支
援
し
、
商
店
経
営
の
活
性
化
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

　
工
業
の
振
興
は
、
住
民
の
雇
用
確
保
の
場
と
し
て

重
要
な
も
の
と
位
置
づ
け
、
環
境
に
や
さ
し
い
企
業

の
誘
致
を
目
指
し
、
工
場
立
地
環
境
の
整
備
を
図
り

な
が
ら
、
地
場
産
業
や
既
存
企
業
の
経
営
安
定
と
企

業
誘
致
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。 

   

　
自
動
車
の
普
及
と
道
路
網
の
整
備
に
よ
り
交
通

量
は
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、
県
道
「
木
城･

西
都
線
」、「
都
農
・
綾
線
」

の
交
通
量
は
年
毎
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
重
大
事
故

が
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。 

　
町
内
で
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
、
人
身
事
故
だ

け
で
年
間
３０
件
（
昨
年
は
１９
件
）
で
増
加
傾
向
に
あ

り
、
ま
た
依
然
と
し
て
飲
酒
運
転
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
未
着
用
は
な
か
な
か
改
善
さ
れ
ず
、
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
今
後
は
、
事
故
多
発
地
点
の
道
路
改
良
、
安
全
施

設
の
整
備
等
に
努
め
、
交
通
事
故･

違
反
「
０
」
を
目

指
し
て
交
通
安
全
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、「
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
の
た
め
、
消
防
団
員
の
確
保

を
は
じ
め
、
自
主
防
災
組
織
、
地
域
福
祉
関
係
団
体

等
と
協
働
し
、
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
と
と
も
に
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
そ
の

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

   

　
平
成
１９
年
度
か
ら
平
成
２３
年
度
ま
で
の
５
カ
年

計
画
で
、
国
土
交
通
省
所
管
の
補
助
事
業
「
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
都
市

再
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
施

設
整
備
事
業
や
ソ
フ
ト
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
す
。 

　
平
成
２２
年
度
は
、
安
全
安
心
な
教
育
施
設
と
し
て
、

木
城
小
学
校
講
堂
改
築
と
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
や
周

辺
施
設
の
駐
車
場
と
し
て
活
用
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
多
目
的
広
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。 

　
な
お
、
町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
一
戸
建
住
宅
を

向
河
原
に
６
戸
建
築
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
引
き

続
き
８
戸
を
建
築
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

　
町
外
か
ら
の
転
入
者
に
よ
る
人
口
の
増
加
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。 

   

　
本
町
の
県
道
は
５
路
線
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

が
、「
木
城･

西
都
線
」
の
「
椎
木
坂
」
の
改
良
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　「
東
郷
・
西
都
線
」
に
つ
い
て
も
既
設
道
の
改
良

を
引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
高
城
橋
に
つ
い
て
は
、
大
型
車
両
の
往
来

に
よ
り
自
転
車
等
の
通
行
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
歩
道
橋
の
設
置
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

　
以
上
、
主
な
政
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

先
人
た
ち
が
営
々
と
築
き
上
げ
ら
れ
た
歴
史
や
文

化
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
将
来
に
継
承
し
、
町
民

の
幸
せ
と
町
の
発
展
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
た 

観
光
・
交
流
事
業
の
推
進 

６ 

環
境
へ
の
取
組
み 

５ 

商
工
業
の
振
興 

７ 

県
道
整
備
に
つ
い
て 

10
 

各
施
設
整
備
に
つ
い
て 

９ 

交
通
安
全
・
防
災
対
策
に
つ
い
て 

８ 

21
世
紀
を
担
う
人
づ
く
り
と
教
育 
４ 



（４） 

    

　
私
た
ち
の
生
活
に
最
も
か
か
わ
り
の
深
い

一
般
会
計
予
算
は
、
今
年
度
歳
入
・
歳
出
、
そ

れ
ぞ
れ
３７
億
３
千
４
０
０
万
円
と
な
り
、
昨

年
度
当
初
と
比
べ
１３
・
６
％
減
と
な
り
ま
し

た
。 

  

　
平
成
２０
年
度
か
ら
、
小
丸
川
発
電
所
一
部

完
成
に
伴
う
固
定
資
産
税
増
に
よ
り
、
歳
入

に
お
け
る
自
主
財
源
比
率
が
大
き
く
改
善
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
保
障
関
係
費
の

増
や
公
債
費
な
ど
財
政
を
圧
迫
す
る
要
因
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
真
に
必
要
な
町
民
本
位
の

福
祉
の
向
上
と
地
域
の
発
展
を
図
る
た
め
の

財
源
配
分
を
行
な
い
ま
し
た
。 

　
性
質
別
の
割
合
で
は
、
町
税
や
使
用
料
及

び
手
数
料
な
ど
の
自
主
財
源
が
、
２９
億
７
千

万
円
余
り
と
な
り
予
算
総
額
の
７９
・
７
％
を

占
め
、
国
・
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
が

７
億
６
千
万
円
足
ら
ず
で
同
２０
・
３
％
と
な

り
ま
し
た
。 

  

　
性
質
別
の
割
合
は
、
人
件
費
や
公
債
費
等

の
義
務
的
経
費
が
、
４２
・
８
％
、
物
件
費
や
補

助
費
等
の
一
般
行
政
経
費
が
、
３９
・
６
％
、
建

設
事
業
費
等
の
投
資
的
経
費
が
１７
・
６
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

目
的
別
で
は
、
民
生
費
が
最
も
大
き
く
、
次

い
で
教
育
費
、
総
務
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。 歳

　
　
入 

歳
　
　
出 

　
平
成
２２
年
度
の
一
般
会
計
予
算
３７
億
３
千
４
０
０
万
円
が
、

議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
毎
年
広
報
誌
で
は
、
こ
の
予
算
が
私
た
ち
の
生
活
の

中
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
二
年
度 

　
一
般
会
計
予
算 

使用料・手数料 
90,361千円 2.4％ 

県支出金 
196,777千円 

52,300千円 1.4％ 
地方譲与税 

80,000千円 2.1％ 
地方交付税 

地方消費税交付金39,000千円 1.0％ 

繰越金 42,203千円 1.1％ 

分担金及び負担金外103,081千円 2.8％ 

町債 1千円  0.0％ 

国庫支出金 
365,103千円 
9.8％ 

繰入金 
216,533千円 

5.8％ 

町　税 
2,548,641千円 
68.3％ 

5.3％ 

一
般
会
計 

　前
年
比
　
　
　％
減 

13
・
6

歳　出 

37億3千4百万円 

土木費 227,447千円 

消防費 129,780千円 3.5％ 
議会費 68,307千円 1.8％ 

災害復旧費外19,648千円 0.5％ 

農林水産業費 

6.5％ 

商工費 
243,190千円 

教育費 
565,448千円 
15.2％ 

民生費 
895,367千円 
24.0％ 

総務費 
553,702千円 
14.8％ 

公債費 
420,642千円 
11.3％ 

衛生費 
381,679千円 
10.2％ 

6.1％ 

6.1％ 
228,790千円 

歳　入 

37億3千4百万円 



（５） 

町民一人当たりに使われるお金 
（平成22年4月1日現在 人口5,280人） （単位：円） 

商 工 費  

農林水産業費 

土 木 費  

消 防 費  

議 会 費  

災害復旧費外 

民 生 費  

教 育 費  

総 務 費  

公 債 費  

衛 生 費  

169,577円 

107,092円 

104,868円 

79,667円 

72,288円 

46,059円 

43,331円 

43,077円 

24,580円 

12,937円 

3,721円 

一般会計 

707,197円 

一般会計・特別会計予算一覧表 
（単位：千円） 

3,734,000 

812,000 

4,700 

512,000 

5,000 

58,700 

117,000 

296,000 

5,539,400

4,321,000 

754,000 

45,300 

507,000 

8,000 

46,700 

117,000 

600,000 

6,399,000

3,683,000 

825,000 

83,900 

523,000 

－ 

57,300 

120,000 

478,000 

5,770,200

区　　　分 

一 　 般 　 会 　 計 

特 別 会 計 

国民健康保険 

老 人 保 健  

介 護 保 険  
（保険事業） 
介 護 保 険  
（サービス事業） 

後期高齢者医療 

簡 易 水 道  

下 水 道  

総　　　　　額 

平成22年度 平成21年度 平成20年度 

一 般 会 計 歳 入 性 質 別 
（単位：千円） 

区　　　分 

合　　　計 

自 主 財 源  

依 存 財 源  

平成22年度 構成比 平成21年度 構成比 伸び率 

平成22年度 
普通建設事業費 
の主なもの 

 
2億1,616万円 

 
 
 

9,870万円 
 
 
 
 

8,536万円 
 
 
 

8,248万円 
 
 
 
 

5,300万円 
 
 
 
 

2,200万円 
 

木城小講堂改築工事 
 
 
 
コミュニティ多目的広場 
 
 
 
向河原団地 
建設工事（８戸） 
 
 
 
町営グランド整備工事 
 
 
 
特定交通安全施設等整備
事業町道荒瀬2号線外 
 
 
 
川原自然公園福祉トイレ・
ボルダリング増設工事 

2,976,223 

757,777 

3,734,000

79.7％ 

20.3％ 

100％ 

3,191,408 

1,129,592 

4,321,000

73.9％ 

26.1％ 

100％ 

6.7％ 

32.9％ 

13.6％ 

ー 

ー 

ー 
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課
　
　
長 

課
長
補
佐 

係
　
　
長 

係
　
　
員 

町　長 田　口　晃　史 

副町長 三　隅　英　二 教育長 小　野　順　章 

平成22年4月1日　現在 
91名 

木城町役場機構・職員配置図 

主
任
主
事 

平
野
豊
和 

総
務
課
付 

主
　
　
事 

佐
々
木
恒
太 

主
　
　
事 

黒
木
和
美 

総
　
務
　
係 

壱
岐
和
寿 

広
　
報
　
係 

谷
岡
　
潔 

簡
易
水
道
係 

吉
岡
信
明 

下
水
道
係 

長
友
　
渉 

賦
　
課
　
係 

江
口
将
生 

徴
　
収
　
係 

小
嶋
一
洋 

電
　
算
　
係 

黒
木
宏
樹 

財
　
政
　
係 

中
井
諒
二 

管
　
財
　
係 

鈴
木
貴
弘 

電
源
対
策
係 

渕
上
達
也 

企
　
画
　
係 

渕
上
達
也 

商
工
観
光
係 

藤
井
　
学 

管
　
理
　
係 

高
橋
茂
義 

工
　
務
　
係 

税
田
宏
司 

建
　
築
　
係 

立
山
英
二 

介
護
保
険
係 

小
野
浩
司 

社
会
福
祉
係 

長
友
三
保 

衛
　
生
　
係 

廣
瀬
孝
一 

管
　
理
　
者 

渕
上
洋
子 

主
任
保
育
士
主
幹 

稗
嶋
京
子 

戸
籍
住
民
係 

津
江
邦
彦 

保
　
険
　
係 

廣
瀬
　
豊 

生
活
環
境
係 

白
岩
　
修 

農
　
政
　
係 

森
　
繁
美 

農
　
林
　
係 

三
隅
秀
俊 

耕
　
地
　
係 

黒
木
幸
一 

農
業
委
員
会
係 

伊
藤
　
章 

会
　
計
　
係 

鍋
倉
貴
行 

学
校
教
育
係 

西
田
誠
司 

社
会
教
育
係 

濱
砂
光
章 

給
食
セ
ン
タ
ー
係 

江
藤
輝
幸 

議
事
調
査
係 

平
野
大
輔 

主
　
　
事 

中
村
伸
悟 

主
任
主
事 

橋
口
直
幸 

主
任
主
事 

桑
原
幸
一 

主
任
主
事 

松
本
文
勝 

主
　
　
事 

黒
木
正
樹 

主
任
主
事 

橋
本
暁
子 

主
　
　
査 

吉
野
　
茂 

主
任
主
事 

川
野
　
誠 

技
　
　
師 

河
野
教
光 

主
　
　
事 

河
野
哲
史 

主
　
　
事 

河
野
竜
太 

主
任
技
師 

田
原
志
津
子 

主
　
　
幹 

中
井
裕
子 

派
　
　
遣 

長
友
美
代
子 

主
　
　
査 

岩
村
み
ち
代 

主
任
主
事 

橋
本
正
枝 

主
任
主
事 

橋
本
敏
博 

主
任
主
事 

森
　
秀
仁 

主
任
主
事 

渡
邊
雅
洋 

主
任
技
師 

稲
田
　
崇 

主
　
　
事 

黒
木
祐
一 

主
　
　
査 

渡
邊
千
里 

主
　
　
事 

松
元
秀
聡 

主
任
主
事 

内
野
宮
克
俊 

主
　
　
事 

黒
木
　
陽 

書
　
　
記 

眞
　
哲
子 

書
　
　
記 

眞
　
哲
子 

主
任
主
事 

　
丸
孝
枝 

主
任
主
事 

森 

水
琴 

主
任
技
師 

水
口
信
之 

主
　
　
事 

尾
　
仙
秀 

主
　
　
事 

稲
田
宏
美 

主
　
　
事 

巽
　
雄
司 

主
　
　
事 

幸
津
昭
秀 

主
任
主
事 

礒
部
早
苗 

派
　
　
遣 

河
野
眞
由
美 

主
　
　
査 

内
田
　
瞳 

主
　
　
事 

文
田
恵
子 

主
　
　
事 

林
　
真
衣 

主
　
　
事 

佐
野
　
愛 

主
　
　
事 

泥
谷
昌
尚 

主
　
　
事 

川
原
久
幸 

主
　
　
事 

小
野
大
希 

主
　
　
事 

森
　
晃
一 

技
　
　
師 

原
　
陽
子 

議
会
事
務
局 

横
田
　
学 

監
査
委
員
事
務
局 

横
田
　
学 

総
務
課 

半
渡
英
俊 

補
　
佐 

萩
原
一
也 

財
政
課 

中
竹
憲
俊 

補
佐
・
兼 

中
井
諒
二 

補
佐
・
兼 

渕
上
達
也 

税
務
課 

中
村
宏
規 

補
佐
・
兼 

江
口
将
生 

補
　
佐 

河
野
浩
俊 

町
民
課 

加
藤
伸
一 

会
計
課 

（
会
計
管
理
者
） 

押
川
安
廣 

福
祉
保
健
課 

（
地
域
包
括
支
援 

  

セ
ン
タ
ー
所
長
） 

石
井
雄
二 

産
業
振
興
課 

（
農
業
委
員
会
） 

長
友
英
親 

補
佐
・
兼 

津
江
邦
彦 

教
育
課 

橋
本
未
知
男 
補
佐
・
兼 

西
田
誠
司 

補
佐
・
兼 

三
隅
秀
俊 

環
境
整
備
課 

田
中
義
彦 

補
佐
・
兼 

税
田
宏
司 

補
佐
・
兼 

吉
岡
信
明 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

中
央
保
育
所
長 

押
川
道
彦 

専
　
門
　
監 

井
上
和
好 

専
　
門
　
監 

伊
藤
　
章 

企
画
課 

間
　
田
辰
郎 

3 9 3 12 7 17 8 12 5 6 9

公平委員会 

横
田
　
学 

平
野
大
輔 

　明るく元気に木城を盛
り上げられるよう、日々
コツコツ努力していきた
いと思います。宜しくお
願いいたします。 

林 　 真 衣  
（産業振興課） 

　新しく木城町役場でお
世話になります。慣れな
い職場で戸惑うことも多
いと思いますが、宜しく
お願いします。 

幸 津 昭 秀  
（福祉保健課） 

　今年から木城町役場に
お世話になることになり
ました。日々勉強し、精
一杯頑張ります。宜しく
お願いします。 

河 野 竜 太  
（税務課） 

　４月から、私自身が卒園し
た中央保育所で働くことに
なり、喜びで胸いっぱいです
。笑顔いっぱい元気いっぱ
いの子どもたちを、中央保育
所で育てていきたいです。 

佐　野　　愛 
（福祉保健課） 

新規採用職員紹介 



（７） 

このコーナーは、毎回町内在住・勤務されて 
いるいろんな方々に登場していただきます。 
　さて、今回登場するのは、この人！ 

しげ なが すけ こう 

重 永 幸 祐 さん（３０歳）　湯屋ヶ坂 
 ◇お 仕 事：林業　◇趣味：盛りだくさん 
◇家族構成：妻・二人の娘との４人家族 

　私事ではありますが、無事３０歳を迎えることができました。家
族も増えて充実した毎日を送っていますが、これから先年を重ね
ていく中で、中身のある生き方をしていきたいと思う今日この頃
です。 
 
 
 

　最近、ホームセンターで材料を買ってきて、ウッドデッキを自
分で作りました。思ったより完成度がよかったので嬉しかったです。
ホームセンターには夢が詰まっています。 
 
 

 
 

　“嫁さんが強いほうが、家庭がうまくいく”と思う今日この頃です。 

●自己紹介 

●その他・・・コメント 

●最近の出来事！ 

（この言葉をきいて、思わず納得してしまった・・・５６５です） 
ゴ ル  ゴ  

（しっかりした考えをお持ちのようですね！３０歳を過ぎると１日 
　１日が早く感じるのは私だけでしょうか？） 

（実際に見せていただきましたが、すばらしい出来でした！ 
　そのウッドデッキでの家族だんらんが目に浮かびます！） 

氏　　　名 管 轄 地 区 職　　名 

団　　長 

副 団 長 

〃 

第１分団長 

第２分団長 

本部部長 

第１部 部長 

第２部 部長 

第３部 部長 

第４部 部長 

第５部 部長 

第６部 部長 

第７部 部長 

第８部 部長 

第９部 部長 

第１０部 部長 

第１１部 部長 

ラッパ部長 

消防主任 

甲 斐 政 治  
矢 野 哲 也  
吉 良 清 志  
永 友 直 仁  
重 永 健 二  
内 野 宮 克 俊  
椎 　 　 誠 也  
高 橋 茂 義  
喜 多 勝 哉  
山 下 利 幸  
冨 岡 　 　 誠  
渡 辺 吉 和  
黒 木 幸 一  
原 　 　 正 隆  
河 埜 久 之  
黒 木 俊 児  
海 野 　 　 博  
黒 木 正 樹  

中 村 伸 悟  

 

 

 

第１部～第６部 

本部、第７部～第１１部 

町内全域 

田畑、一向瀬、重木 

四日市、出店、池田、中川原 

中椎木 

岩渕上・下 

比木 

 

 

田神、岩戸、新岩戸 

大字川原全域 

大字石河内全域 

大字中之又全域 

兼務 

 

陣之内、牧之内、中原、溜水、百合野 

大字高城（中川原、田神、岩戸除く） 

平成22年度 木城町消防団幹部・部長名簿 （敬称略） 

【新部長任命式（4月1日）】 

〔訓練の様子〕 



利　用　者　の　皆　様　へ 

　木城町総合交流センターリバリスは、町民に生涯学習の振興、普及や文化芸術の推進を図るため、ホール、

図書室、会議室等の機能を有する総合施設として建設されました。 

　だれでも気軽に利用できる、町民交流の場・憩いの場として、お役立てください。 

（８） 

生涯学習情報コーナー 

No.74

～活力と潤いに満ちた生きがいと魅力ある町づくり～ 
制作：木城町生涯学習推進協議会 

木城町総合交流センターリバリス落成式 

　３月２６日（金）に、木城町総合交流センターリバリスの落成式が行われました。町内からたくさんの来賓が出席
され、午前１０時からテープカット・式典を行い、続いてホールでアトラクションが行われました。 
　式典では、工事関係者・版画寄贈者・愛称受賞者の表彰があり、岩渕出身の河辺一周様から版画２点の寄贈があり
ました。また、愛称表彰では、町地区の小嶋一洋様の「木城町総合交流センターリバリス」が愛称に決定しました。 
　アトラクションでは、ホールの柿落とし公演として町内の３団体に踊り・コーラス・神楽を披露していただきま
した。 

式典の様子 テープカット 

版画鑑賞の様子 アトラクション「比木神楽」 



（９） 

『応援隊』『安全守る隊』の隊員を募集しています。 
　「応援隊」は、学校や地域活動など様々な子ども
達の活動を支援するボランティアです。学習指導
補助や昔遊びの指導者として活動します。 
　「安全守る隊」は、児童生徒の登下校時の見守り
活動ボランティアです。【あいさつ運動】も同時展
開しています。 

　ご協力いただける方は、お問い合わせ下さい。 
○教育課　社会教育係　電話３２－２３６９ 
 

木城っ子応援隊・木城っ子安全守る通信 
★ 隊員募集中！！★ 

５・６月に実施される 
　　　生涯学習関連事業（予定） 

● 全町民対象事業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ● 青少年教育対象事業・学校行事 
 
 
 
 ● 高齢者・女性対象事業 

 
５月　５日（水） 
 
５月　９日（日） 
 
５月１８日（火） 
 
５月３０日（日） 
 
 
 
５月　７日（金） 
 
５月３０日（日） 
 
 
５月１３日（木） 
５月１４日（金） 
５月２７日（木） 
６月１４日（月） 
６月１８日（金） 

 
教育委員会主催　子どもの日映画
上映会（交流センターホール） 
町民体力づくり大会野球の部（山
塚運動広場外） 
平成２２年度木城町青少年育成町
民会議総会（交流センター） 
教育委員会主催　木城町文化講演
会（交流センターホール） 
 
 
平成22年度木城町子ども会育成連
絡協議会総会（交流センター）町
子ども会ふれあい韓国岳登山 
 
 
福寿大学石河内・中之又合同学級 
福寿大学中央学級 
木城町中央婦人学級 
福寿大学石河内・中之又合同学級 
福寿大学中央学級 

行事等については、総合交流センター　教育課
までお問い合わせください。 

【電話：３２－２３６９】 

　４月にオープンをした木城町総合交流センターの資
料展示室を紹介します。 
　センターには、ホール・大、小会議室・交流コーナー
などの施設の外に資料展示室があります。 
　資料展示室には、町内から出土した縄文時代から江
戸時代までの土器・石器・鏡などが展示してあります。 
　私たちの身近なところから発掘や出土したものばか
りですので、先人たちの足跡を体感してください。 
　開館時間は、平日の８時３０分から１７時までです。
町民の皆様の来館をお待ちしております。 

　４月４日（日）に、城山公園において、木城町社会福
祉協議会の主催で、奉納武道大会が開催されました。 
　今年は、春の暖かい天気にも恵まれ、桜咲く公園内で、
剣道の部、四半的弓道の部で、約２０名の選手が、日頃
の練習の成果を披露しました。 
　剣道の部では、「メーンッ！」という威勢のいい声と
共に、竹刀の鋭い音が、響いていました。また、審判員
のメリハリのある動きにも感動しました。 
　四半的弓道の部では、ほとんど的をはずすことなく、
熱戦が繰り広げられ、長年の業を披露していただきま
した。 

奉納武道大会　開催！ 
（木城町社会福祉協議会） 

木城町総合交流センター資料展示室の紹介 

校外学習引率活動（木城っ子応援隊） 



（１０） 

天正１５年に伊集院忠棟が先鋒として攻撃した根白坂（現在の椎木坂） 

「
高
城
合
戦
を
彩
る
武
将
達
⑧ 

伊
集
院
忠
棟
に
つ
い
て
」 

い
じ
ゅ
う
い
ん
た
だ
む
ね 

      

　
我
々
、日
本
人
が
外
国
人
か
ら
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
勤
勉
で
働
き
者
だ
と
言
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。特
に
終
戦
後
、世
界
で
も
屈
指
の
経
済
大
国
と
し
て
日
本
が
の
し
上
が
っ
た
背
景
に
は
、

企
業
を
支
え
る
労
働
者
の
懸
命
な
働
き
に
よ
る
成
果
が
大
き
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で

し
ょ
う
。 

　
本
町
に
お
け
る
高
城
合
戦
に
お
い
て
も
、こ
の
よ
う
に
、現
代
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
さ
な
が
ら

に
組
織
の
為
に
ひ
た
す
ら
働
き
続
け
た
武
将
が
い
ま
し
た
。そ
れ
が
今
回
紹
介
す
る
伊
集
院
忠

棟
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
忠
棟
は
、
生
ま
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
り
ま
す
が
、
祖
父
で
あ
る
忠
朗
は
、
島
津
四
兄

弟
の
祖
父
で
あ
る
島
津
忠
良
の
筆
頭
老
中
を
務
め
、父
の
忠
倉
は
、島
津
貴
久
の
筆
頭
老
中
と

し
て
、島
津
氏
の
台
頭
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

　
忠
棟
は
、
そ
の
祖
父
と
父
の
流
れ
を
受
け
て
、
島
津
義
久
の
使
い
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、そ
の
後
は
筆
頭
老
中
と
な
り
、軍
事
、内
政
、外
交
な
ど
様
々
な
面
で
地
道
に
活
躍
を
し

て
い
ま
し
た
。 

　
特
に
、そ
の
力
量
を
見
せ
つ
け
る
の
が
、天
正
年
間
に
二
度
に
渡
り
繰
り
広
げ
ら
れ
た
高
城

合
戦
で
あ
り
ま
す
。 

　
天
正
六
年（
一
五
七
八
年
）に
豊
後
国（
今
の
大
分
県
）か
ら
大
友
宗
麟
率
い
る
軍
勢
が
、高

城
に
攻
め
に
来
る
少
し
前
、石
城（
現
在
の
石
河
内
の
日
向
新
し
き
村
）に
て
、伊
東
氏
の
残
党

が
こ
こ
に
篭
り
、背
後
か
ら
島
津
氏
を
脅
か
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。島
津
義
久
は
こ
れ
ら
を

攻
め
る
た
め
に
、平
田
光
宗
や
上
井
覚
兼
と
共
に
こ
の
忠
棟
を
現
場
へ
派
遣
さ
せ
ま
し
た
。し

か
し
、
こ
の
石
城
は
大
き
な
川
に
囲
ま
れ
、
船
や
筏
な
し
で
は
攻
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

相
当
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
こ
で
忠
棟
は
大
木
を
切
り
川
底
に
沈
め
、浮

橋
を
作
り
、軍
勢
で
城
を
取
り
囲
み
、城
主
で
あ
る
長
倉
勘
解
由
左
衛
門
を
降
伏
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、高
城
合
戦
の
前
哨
戦
と
し
て
の
意
味
を
持
ち
、こ
こ
で
の
伊
東
氏
の
旧
臣
の
動
き
を

封
じ
込
め
た
の
が
、
後
の
大
友
氏
と
の
戦
い
に
大
き
く
リ
ー
ド
し
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま

す
。 

　
そ
し
て
、
そ
の
後
の
高
城
川
（
現
在
の
小
丸
川
）
を
挟
ん
だ
大
友
氏
と
の
直
接
の
戦
い
に
お

い
て
は
、多
勢
の
大
友
氏
の
軍
勢
に
対
し
て
、高
城
城
主
の
山
田
信
介
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま

す
が
、そ
れ
に
対
し
て
後
方
支
援
と
し
て
、財
部（
今
の
高
鍋
町
）か
ら
島
津
義
弘
と
共
に
、忠

棟
は
攻
め
込
み
、大
友
氏
を
敗
走
へ
と
追
い
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
天
正
六
年
の
戦
い
で
島
津
氏
の
勝
利
に
貢
献
し
た
忠
棟
は
そ
の
後
の
九
州
地
域
に
お

け
る
領
地
拡
大
に
さ
ら
な
る
働
き
を
見
せ
、一
段
と
活
躍
を
見
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
そ
の
後
、島
津
氏
の
九
州
地
域
に
お
け
る
勢
力
拡
大
を
警
戒
す
べ
く
、天
下
取
り
に
最
も
近

い
位
置
に
い
た
豊
臣
秀
吉
が
弟
の
秀
長
と
二
手
の
軍
勢
に
よ
り
九
州
征
伐
を
開
始
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
そ
こ
か
ら
、
秀
長
の
軍
勢
に
よ
る
高
城
の
攻
撃
が
行
わ
れ
る
の
が
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八

七
年
）で
あ
り
ま
す
。そ
れ
に
対
抗
す
べ
く
、島
津
義
久
は
、軍
勢
を
二
手
に
分
け
左
翼
を
北
郷

時
久
、そ
し
て
右
翼
に
忠
棟
が
先
鋒
と
し
て
、秀
長
の
家
臣
で
あ
る
宮
部
圭
潤
が
陣
を
構
え
る

根
白
坂
に
夜
襲
を
仕
掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
戦
い
で
は
、豊
臣
側
の
軍
勢
と
し
て
の

力
量
が
圧
倒
的
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
島
津
側
は
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、秀
吉
に

和
睦
を
申
し
入
れ
ま
す
。 

　
忠
棟
は
、こ
の
戦
い
に
お
い
て
は
、早
く
か
ら
降
伏
を
主
張
し
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、和
睦

成
立
後
は
、戦
後
処
理
に
当
た
り
、秀
吉
と

島
津
氏
の
関
係
を
上
手
く
調
整
し
、
そ
の

直
轄
領
を
大
幅
に
拡
大
さ
せ
、
近
世
大
名

と
し
て
の
基
盤
を
築
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
秀
吉
か
ら

島
津
氏
が
不
穏
な
動
き
を
し
な
い
よ
う
に

監
視
役
を
担
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事

か
ら
、
忠
棟
は
島
津
側
か
ら
不
信
感
を
抱

か
れ
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
年
）
に
島
津

義
弘
の
子
で
あ
る
忠
恒
に
よ
っ
て
殺
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。 

　
以
上
の
よ
う
に
、
島
津
氏
が
南
九
州
に

お
け
る
支
配
体
制
の
陰
の
功
労
者
で
あ
り

な
が
ら
、晩
年
は
、悲
劇
の
末
路
を
迎
え
て

し
ま
う
こ
の
武
将
の
壮
絶
な
半
生
は
、我
々

現
代
人
に
何
か
を
訴
え
か
け
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。　
　 

（
白
岩
　
修
） 

（
参
考
文
献
） 
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史
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島
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研 
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史
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〇
八
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学
研 
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記
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二
〇
〇
八
年
　
鉱
脈
社 



＜材料２人分＞ 

＜作り方＞ 
温かいご飯に分量のオイスターソースと酒を混ぜておく。 
にんじんはせん切り、ニラは１センチの小口切り、焼豚は１セン
チ角に切る。 
フライパンに油を熱し、生姜を加えて、香りが出てきたら、焼豚・
にんじん・ニラを加えて炒め合わせる。 
全体に火が通ったら、ご飯を加え、塩こしょうで味を調える。 
最後にもやしを加えてサッと炒め合わせ器に盛る。 

1

2

3

4

5

＜作り方＞ 
春雨は食べやすい長さにはさみで切る。 
小松菜は水洗いして根元を落とし、２～３センチに切る。 
鍋に分量の水を加えて火にかける。  
煮立ったら調味料と春雨を加え１分程煮る、最後に小松菜を加
えてサッと煮て器に盛る。 

1

2

3

4

300ｇ（茶碗かるく２杯分） 

大さじ1・1/2 

大さじ1/2 

1/2袋 

1/5本 

1/4束 

３枚 

1/2かけ 

少  々

大さじ１ 

ご飯（炊きたて） 

オイスターソース 

酒 

もやし 

にんじん 

ニラ 

焼豚 

生姜（みじん切り） 

塩こしょう 

サラダ油 

＜材料２人分＞ 
1/4束 

25ｇ 

少  々

大さじ1/2 

小さじ1/2 

大さじ1/2 

2カップ 

少  々

小松菜 

春雨 

ゴマ油 

酒 

しょうゆ 

中華スープの素 

水 

こしょう 

（１１） 

★ 調理実習の依頼・問い合わせは 

保健センター（℡ 32-4010）まで 
※食生活改善推進員と栄養士が地区にうかがいます。 

楽しく 
ヘルシーメニュー 
作りませんか？ 

＜食材ひと口メモ＞　～もやし～ 
いつでも手ごろな値段で手に入る家計のお助け野菜
代表でどんな料理にも相性抜群です。 
ビタミンＣや食物繊維などの様々栄養素を含みます。 

＜食材ひと口メモ＞　～小松菜～ 
あくが少ないので、下ゆでなしで料理に使える便利野
菜です。カルシウムも豊富に含まれています 

短時間ですぐできる
野菜たっぷり中華風
スープです。春雨を
入れる事で満足度が
アップします。 

チャーハンにもやしや
野菜を加える事でバラ
ンスも良くなりボリュ
ームアップ 



【町 面 積】 146.02km2
【町の人口】 
【世 帯 数】 
【発　　行】 
【編　　集】 

（22年4月1日現在）　●人口 5,280人（先月比－39人）　●男 2,512人（－12人）　●女 2,768人（－27人） 
2,060世帯（先月比－7世帯） 
木城町役場　〒884-0101 宮崎県児湯郡木城町大字高城1,227-1　TEL.0983-32-4725・FAX.0983-32-3440 
総務課 

絵本トーク
 

「私の
おすす

めの本
」 

料金　大人500円／小中高生300円 
　　　（割引券あります） 

　木城えほんの郷は、新緑の美しいこの季節。 
　ゴールデンウィークを中心に、毎年恒例になっている《木城えほんの郷2010》を開催します。 
　そのメイン企画として「木城えほんの郷のたからものたち　アジアの絵本原画と民俗画の世界展」を 
お楽しみください。 
　アジアの照葉樹林帯に位置する木城えほんの郷は、多様な展開を進める現代絵本の世界で、特に、 
アジアの土の香りのする絵本に光をあてる作業を進めています。 
　今回の企画展は、世界の現代絵本の中に、アジアの土の香りのする独特の光を放つ絵本原画と、インドのミ
ティラ－地方の3000年もの長い時間にわたって村の女性たちによって描きつづけられた世界的に著名なミティラ
ー絵画、中国やヴェトナムの新春を寿ぎ、いやさかを願って民家を彩った年画。韓国の旅の放浪画家たちによっ
て描かれた民画など、アジアのくらしの中に息づく民俗画と韓国・チョン・スクヒャンの『おどりトラ』、中国・于大武
の『ナージャとりゅうおう』、徐楽々の『ちょうちんまつり』趙朝勲・徐喚民の『ゆうかんなアジク』、インド・ラマチャン
ドランの『おひさまをほしがったハヌマン』『ヒマラヤのふえ』、スリランカ・ウェッタシンハの『にげだしたひげ』など、
アジアを代表する画家たちによる絵本原画を同時に展示します。 
　また、この企画展とともに、ゴールデンウィーク恒例のイベントもどうぞお楽しみ下さい。 

柳田邦男講演
会 

5月30日（日）午後1：30～3：30
＊会 場　木城町総合交流センター （無料） ＊定 員　300人（申し込みが必要です） 
「人生を豊かにする読書と絵本～ 大人も子どもも心にうるおいを」 
柳田さんと子どもの集い 

5月30日（日） AM.絵本の楽しさを発見する旅へ！ 柳田さんといっしょに、 
子どもたち参加型の集い 

オープニングセレモニー 
4月29日（木）11時～ 絵本の展示 「たのしい絵本を手にとって！」 

みどりの森のおはなし会 

「絵本を読ん
でもらったこ

とがあります
か」 

村長
のギ
ャラ
リート
ーク
 

作って
あそぼ

う 

野だ
て 

森のコーヒーやさん 
「手作りのカレー・ケーキ・コーヒーはいかが？」 

森の音楽会 5月2日・3日 「久志果奈子さんとゆかいな仲間たち 

　～リズムで遊ぼう～ 
ハレヤ楽団」 

絵本フェ
ア 

「こんなにたくさんの絵本があるよ」
 


